
企
画
部

野
口
　
通
部
長
（
）

交
通
網
と
科
学
を
活
か
し
発
展
図
る

　
本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
る
中
、
本
県
が
活
力

を
維
持
し
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
定
住
人
口
確
保
と
交

流
人
口
拡
大
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
広
域

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

が
重
要
で
あ
る
が
、
今
年
度

末
の
圏
央
道
と
東
関
道
の
接

続
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
東
京
駅

乗
り
入
れ
に
加
え
、
茨
城
空

港
で
は
、
４
月
に
福
岡
・
名

古
屋
便
が
就
航
す
る
な
ど
、

充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
交
通
網
の
整
備

に
加
え
、
科
学
技
術
の
集
積

す
る
本
県
の
強
み
を
活
か
し

「
活
力
あ
る
い
ば
ら
き
づ
く

り
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
つ
く
ば
国
際
戦
略
総
合
特

区
に
お
け
る
次
世
代
が
ん

治
療
法

Ｂ
Ｎ
Ｃ
Ｔ

の
実

用
化
な
ど
の
新
産
業
・
新
事

業
の
創
出
や
Ｊ
―
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ

の
県
の
２
本
の
中
性
子
ビ
ー

ム
ラ
イ
ン
の
産
業
利
用
に
よ

る
茨
城
発
の
新
製

品
・
新
技
術
の
創

造
を
目
指
す
。
ま

た
人
口
減
少
や
震

災
の
風
評
被
害
が
残
る
県
北

地
域
に
つ
い
て
は
今
年
度
、

県
の
体
制
を
強
化
し
、
「
ア

ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
準
備
な
ど
、七
つ
の
新
規

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

県幹部らが今年度の意気込みを語る

立
地
推
進
東
京
本
部

吉
見
剛
本
部
長
（
）

立
地
環
境
Ｐ
Ｒ
し
企
業
誘
致
を
推
進

　
２
０
１
３
年
の
本
県
の
工

場
立
地
は
、
立
地
件
数
、
面

積
、
県
外
企
業
立
地
件
数
の

３
部
門
と
も
全
国
ト
ッ
プ
に

な
る
な
ど
、
改
め
て
高
い
評

価
を
得
た
。
し
か
し
、
生
産

拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
や
国
内

の
設
備
投
資
は
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
企
業
立
地
を

取
り
巻
く
環
境
は
引
き
続
き

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
広
域
交
通
網

の
整
備
進
展
、
首
都
圏
と
の

近
接
性
、
多
様
な
工
業
団
地

な
ど
、
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル

な
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
が

で
き
る
優
れ
た
立
地
環
境

や
、
補
助
金
・
特
区
等
の
立

地
支
援
施
策
を
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
や
工
業
会
等
業
界
団
体

へ
の
情
報
発
信
、
広
告
媒
体

の
活
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ツ

ー
ル
を
駆
使
し
Ｐ
Ｒ
す
る
。

　
さ
ら
に
、
情
報
源
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
、
堅

調
な
食
品
、
物
流
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

や
本
県
に
集
積
が

進
み
つ
つ
あ
る
自

動
車
・
建
設
機
械

関
連
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
、
情
報
を
い
ち
早
く
入
手

す
る
こ
と
で
誘
致
競
争
に
ア

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
る
。
本

県
の
強
み
を
生
か
し
て
、
企

業
立
地
を
一
層
推
進
す
る
。

生
活
環
境
部

泉
　
幸
一
部
長
（
）

防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
携
強
化

　
県
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
つ
い

て
、
映
像
に
よ
る
関
係
機
関

と
の
情
報
共
有
や
病
院
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
機

能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

市
町
村
に
よ
る
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
共
同
整
備

事
業
と
も
機
能
連
携
さ
せ

る
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

整
備
工
事
を
行
い
２
０
１
６

年
度
か
ら
の
運
用
開
始
を
目

指
す
。
ま
た
東
海
第
二
発
電

所
か
ら
５

圏
の
予
防
的
防

護
措
置
準
備
区
域
Ｐ
Ａ
Ｚ

内
の
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど

が
、
災
害
時
に
入
所
者
が
一

時
的
に
屋
内
退
避
で
き
る
よ

う
に
建
物
の
陽
圧
化
な
ど
の

放
射
線
防
護
対
策
を
行
う
際

の
工
事
費
に
つ
い
て
も
補
助

す
る
。

　
霞
ケ
浦
の
水
質
浄
化
対
策

に
つ
い
て
は
、
流
域
に
約
３

割
残
っ
て
い
る
生
活
排
水
未

処
理
世
帯
に
対
し

て
森
林
湖
沼
環
境

税
を
活
用
し
た
高

度
処
理
型
浄
化
槽

の
設
置
促
進
や
下
水
道
な
ど

へ
の
接
続
促
進
を
一
層
推
進

す
る
。
さ
ら
に
霞
ケ
浦
浄
化

の
知
見
を
活
用
し
、
新
た
に

千
波
湖
の
ア
オ
コ
対
策
に
も

本
格
的
に
取
り
組
む
。

企
業
局

中
島
敏
之
局
長
　
（
）

安
全
で
安
心
な
水
の
安
定
供
給
を

　
「
安
全
で
安
心
な
水
を
安

定
的
に
供
給
す
る
こ
と
」

「
公
営
企
業
と
し
て
常
に
健

全
経
営
を
目
指
す
こ
と
」
な

ど
を
経
営
の
基
本
と
し
、
県

勢
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
い

く
。
今
年
度
は
、
安
全
で
お

い
し
い
水
の
供
給
と
コ
ス
ト

削
減
を
目
的
に
水
海
道
浄
水

場
で
高
度
浄
水
処
理
施
設
を

供
用
開
始
し
た
。
ま
た
新
た

な
浄
水
処
理
技
術
の
実
用
化

に
向
け
た
実
証
実
験
を
行
う

と
と
も
に
、
水
道
施
設
の
第

二
次
耐
震
化
事
業
と
し
て
、

浄
水
場
間
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

機
能
強
化
の
た
め
新
治
・
霞

ケ
浦
浄
水
場
間
の
緊
急
連
絡

管
の
整
備
に
着
手
す
る
。

　
地
域
振
興
事
業
で
は
、
圏

央
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
や
充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ
な

ど
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
早

期
分
譲
に
努
め
る
こ
と
で
地

域
活
性
化
や
雇
用
拡
大
に
貢

献
し
て
行
く
。

　
老
朽
化
対
策
や

耐
震
化
を
含
め
た

施
設
更
新
を
計
画

的
に
実
施
す
る
た

め
の
中
期
経
営
計
画
の
策
定

と
と
も
に
、
浄
水
場
の
管
理

運
営
技
術
の
継
承
や
民
間
導

入
に
向
け
た
検
討
な
ど
、
計

画
的
か
つ
効
率
的
な
事
業
展

開
を
進
め
て
行
き
た
い
。

土
木
部

渡
辺
　
学
部
長
（
）

災
害
に
強
い
県
土
防
災
対
策
を
強
化

　
震
災
か
ら
の
復
興
を
着
実

に
進
め
、
本
県
を
さ
ら
な
る

発
展
の
軌
道
に
乗
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
震
災
か
ら
の

早
期
の
完
全
復
旧
、
災
害
に

強
い
県
土
づ
く
り
、
元
気
で

活
力
あ
る
茨
城
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
む
。

　
公
共
土
木
施
設
の
震
災
復

旧
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
ま

で
に
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
る

が
、
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
橋

梁
や
港
湾
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
中
の
完
全
復
旧
を
全
力

で
取
り
組
む
。

　
ま
た
防
災
・
減
災
対
策
を

一
層
強
化
し
、
橋
梁
耐
震
化

や
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
な

ど
、
災
害
に
強
い
県
土
づ
く

り
を
進
め
る
。
一
方
で
、
生

活
道
路
や
通
学
路
の
安
全
対

策
な
ど
日
常
生
活
に
密
着
し

た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
本

県
の
復
興
や
発
展
の
た
め
に

は
、
地
域
間
に
お
け
る
多
様

な
交
流
を
支
え
、

企
業
誘
致
や
観
光

振
興
な
ど
に
寄
与

す
る
イ
ン
フ
ラ
を

重
点
的
に
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
本
県
の
強
み

で
あ
る
「
陸
・
海
・
空
」
を

一
体
的
に
活
用
し
た
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

進
め
る
。

総
務
部

福
田
　
毅
部
長
（
）

県
庁
改
革
な
ど
行
財
政
改
革
推
進

　
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

に
最
優
先
で
取
り
組
み
、
本

県
を
さ
ら
な
る
発
展
の
軌
道

に
乗
せ
て
い
く
。
復
旧
・
復

興
事
業
に
加
え
、
防
災
体
制

の
充
実
強
化
や
経
済
・
雇
用

対
策
、
「
産
業
大
県
・
生
活

大
県
」
づ
く
り
の
た
め
の
分

野
に
今
年
度
当
初
予
算
を
重

点
的
に
配
分
し
た
。

　
ま
た
公
共
事
業
な
ど
の
施

行
に
つ
い
て
、
景
気
下
振
れ

リ
ス
ク
な
ど
に
適
切
に
対
応

す
る
た
め
国
と
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
９
月
末
ま
で
に
全
体

の
契
約
率
が
７
割
以
上
と
な

る
よ
う
早
期
の
執
行
に
努
め

る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、
「
県
庁
改
革
」

を
改
革
の
柱
の
ト
ッ
プ
と
し

た
「
第
６
次
行
財
政
改
革
大

綱
」
に
基
づ
き
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い

く
。
一
方
で
、
将
来
の
発
展

に
つ
な
が
る
施
策
の
芽
出
し

に
も
配
意
し
て
い

く
。
さ
ら
に
は
、

県
保
有
土
地
対
策

に
つ
い
て
も
、
早

期
処
分
に
努
め
る
と
と
も

に
、
将
来
負
担
額
の
計
画
的

な
解
消
を
図
っ
て
い
く
こ
と

で
、
健
全
な
財
政
基
盤
の
確

立
に
努
め
る
。

農
林
水
産
部

鈴
木
哲
也
部
長
（
５
９
）

６
次
産
業
化
推
進
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
農
業

改
革
大
綱
に
基
づ
き
、
輸
出

も
含
め
た
県
内
外
で
の
販
路

拡
大
や
６
次
産
業
化
の
推
進

に
取
り
組
む
。
特
に
昨
年
度

か
ら
進
め
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
重

点
品
目
を
定
め
、
産
地
と
連

携
し
て
具
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
ま
た
農
地
中
間
管
理
機
構

な
ど
の
新
た
な
制
度
も
活
用

し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
を
進
め
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
老
朽

化
し
た
農
業
水
利
施
設
の
長

寿
命
化
対
策
な
ど
を
進
め
る

な
ど
、
生
産
基
盤
の
整
備
を

着
実
に
進
め
て
い
く
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林

湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
、
荒

廃
し
た
森
林
の
間
伐
や
平
地

林
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
県
産
材
の
利
用
拡
大
や

未
利
用
間
伐
材
の
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
の
促
進
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
水
産
業
に
つ
い

て
は
、
首
都
圏
な

ど
に
お
け
る
産
地

Ｐ
Ｒ
に
よ
り
、
原
発
事
故
の

風
評
払
拭
と
イ
メ
ー
ジ
ア

ふ
っ
し
ょ
く

ッ
プ
に
努
め
る
。
ま
た
漁
港

の
早
期
復
旧
、
さ
ら
に
は
岸

壁
な
ど
の
構
造
強
化
も
進
め

て
い
く
。

商
工
労
働
部

斎
田
陽
介
部
長
（
）

健
康
・
医
療
に
重
点
成
長
分
野
へ
進
出

　
本
県
の
産
業
発
展
の
た
め

に
は
、
中
小
企
業
の
競
争
力

強
化
に
加
え
、
成
長
分
野
へ

の
進
出
が
不
可
欠
で
あ
り
、

今
年
度
は
特
に
健
康
・
医
療

分
野
に
重
点
を
置
い
た
研
究

開
発
や
大
手
企
業
へ
の
売
り

込
み
を
行
う
。
総
額

億
円

を
目
標
に
フ
ァ
ン
ド
を
創
設

し
て
挑
戦
す
る
企
業
を
応
援

す
る
ほ
か
、
６
月
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ジ
ェ
ト
ロ
茨
城
貿
易

情
報
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て

海
外
展
開
を
行
う
企
業
を
総

合
的
に
支
援
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
き
め
細
か
な
就
職

支
援
な
ど
を
通
し
て
、
安
定

し
た
雇
用
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
産
業
技
術
専
門
学
院

な
ど
の
学
科
の
充
実
を
図

り
、
本
県
産
業
を
担
う
技
能

者
を
育
成
す
る
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
方

に
茨
城
に
来
て
い
た
だ
け
る

よ
う
宿
泊
施
設
な
ど
の
お
も

て
な
し
向
上
の
取
り
組
み
を

加
速
す
る
ほ
か
、

竜
神
大
吊
り
橋
の

日
本
一
高
い
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
や

映
画
「
永
遠
の
ゼ
ロ
」
を
活

用
し
た
誘
客
戦
略
な
ど
の
意

欲
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し

た
い
。
東
京
五
輪
を
控
え
、

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
も
積

極
的
に
図
っ
て
い
く
。

政
策
審
議
室

松
下
博
充
理
事
兼
政
策
審
議
監
（
）

県
の
魅
力
発
信
と
女
性
の
活
躍
促
進

　
知
事
直
轄
で
は
、
各
部
局

間
の
総
合
調
整
や
新
た
な
政

策
課
題
の
検
討
を
は
じ
め
、

産
業
立
地
の
推
進
、
広
報
広

聴
、
男
女
共
同
参
画
の
推

進
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

国
民
体
育
大
会
の
開
催
準
備

の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
は
国

際
関
係
の
総
合
調
整
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
重
点
施
策
と
し
て
は
、
本

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た

め
、
な
め
ん
な
よ
ハ
ー
ト

い
ば
ら
き
県
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
話
題
の
「
い
ば
ら
き
を

知
ろ
う
！
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
東
京
・
銀
座
の
茨
城

マ
ル
シ
ェ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
テ
レ
ビ
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ

な
ど
に
よ
り
、
県
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
。
ま
た
産
業

・
経
済
分
野
な
ど
に
お
け
る

女
性
の
活
躍
の
推
進
方
策
を

検
討
す
る
「
ウ
イ
メ
ン
ズ
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
会
議
」
の
設
置

や
、
企
業
の
ト
ッ
プ
な
ど
を

対
象
と
す
る
意
識

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
に
よ
り
、
女

性
の
活
躍
を
促
進

し
て
い
く
。
さ
ら
に
広
域
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
首
都
圏

か
ら
の
近
接
性
な
ど
本
県
の

優
位
性
を
広
く
発
信
し
、
引

き
続
き
、
１
件
で
も
多
く
の

企
業
立
地
に
努
め
て
い
く
。

保
健
福
祉
部

森
戸
久
雄
部
長
（
）

若
手
医
師
の
確
保
少
子
高
齢
化
対
策

　
本
県
の
重
要
課
題
で
あ
る

医
師
不
足
解
消
の
た
め
、
今

年
度
、
若
手
医
師
の
教
育
研

修
立
県
い
ば
ら
き
づ
く
り
に

力
を
入
れ
、
特
訓
ゼ
ミ
の
拡

充
や
指
導
医
の
国
内
外
派

遣
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
教
育

の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
若
手

医
師
に
と
っ
て
魅
力
的
な
環

境
を
整
え
、
医
師
確
保
に
つ

な
げ
る
と
と
も
に
女
性
医
師

支
援
に
も
力
を
入
れ
る
。

　
一
方
、
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
は
「
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
中

心
に
、
全
県
的
な
結
婚
支
援

事
業
を
展
開
す
る
ほ
か
、
保

育
所
整
備
に
よ
る
待
機
児
童

対
策
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま

た
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
に
つ
い
て
は
、
２

０
１
５
年
度
の
本
格
施
行
を

目
標
に
、
市
町
村
と
の
協
議

を
進
め
計
画
策
定
を
図
る
。

　
さ
ら
に
今
後
、
認
知
症
高

齢
者
や
要
介
護
認
定
者
の
増

加
が
予
測
さ
れ
る

中
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら

し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
医
療

・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・

生
活
支
援
を
一
体
的
に
提
供

す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
も
図
っ
て
い
く
。

茨
城
県
特
集

運営に

進
　
東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
あ
ま
り
が
経
過
し
、

県
内
の
復
興
へ
の
取
り
組
み
は
一
段
落
を
迎
え

た
。
県
内
景
気
も
明
る
い
兆
し
を
み
せ
て
お
り
、

各
部
局
で
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
た
取
り
組
み

が
進
む
。
今
年
度
は
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
加
え
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
支
援
す

る
体
制
も
整
え
た
。
県
や
関
連
団
体
の
幹
部
に
２

０
１
４
年
度
の
重
点
施
策
を
具
体
的
に
語
っ
て
も

ら
っ
た
。

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月２０日 金曜日 　　


